
 学校法人平松学園 大分リハビリテーション専門学校 言語聴覚士科 

令和 4 年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人平松学園 大分リハビリテーション専門学校言語聴覚士科は、令和 4 年度の自己点検・評価

結果に基づき、学校関係者評価委員会にて学校関係者評価を実施いたしましたので、以下のとおり報告

いたします。 

１．実施日時   令和 5 年 6月  19日（ 月 ）  

 

２．出席者 

氏 名 所   属 

吉田 玲子 医療法人 ライフサポート 明和記念病院                                                                                      

公益社団法人 大分県言語聴覚士協会  副会長  

松浦 祐也 大分大学医学部附属病院  

吉田 佑里恵 社会医療法人 敬和会 大分岡病院                                          

公益社団法人大分県言語聴覚士協会理事       

平岡 賢 大分リハビリテーション専門学校 

藤本 知宏 大分リハビリテーション専門学校 

佐藤 朋子 大分リハビリテーション専門学校 

 

３．判定基準 

適合 適切になされており、特に解決すべき課題はない 

ほぼ適合 現時点で早急に解決すべき課題はないが、状況把握が必要 

やや不適 状況把握を行い、解決に向けた取組みが必要 

不適 早急に解決すべき課題である 

 

４．学校関係者評価の留意点 

1） 自己点検・評価結果が適切かどうか。 

2） 課題の解決や改善に向けた取組みが適切かどうか。 

 

５．学校関係者評価結果 

令和 4年度は昨年引き続き 3名の学校関係者評価委員にお願いした。よって、3名の委員によ

り自己点検評価 38 項目の審議が行われた。審議の結果、自己点検の評価結果の妥当性が支持

され、且つ課題に向けた解決や改善がなされていると評価された。各点検項目の審議に際しての

内容は、下表に示している通リである。 



点検基準 点検項目 自己評価  学校関係者

評価 

1 教育理念・

教育目標 

1 教育理念・教育目標、育成する人材像は定められ

ているか。 

適合    適合 

2 職業教育における学校の特色は明確か。   適合    適合 

3 学校の中長期的構想を描いているか。   適合    適合 

【学校関係者評価】 

   特色として、言語聴覚士科、作業療法士科、理学療法士科の3科で多職種 連携教育（IPE：

Interprofessional education）プログラムを3学年において実施している。内容的には 職業実践を取り込

む医療関係職種に対する理解や、パートナーシップ、多職種間におけるコミュニケーション方法、患者様

の立場を考えた包括的な問題解決能力などを学ぶことが出来たと報告があった。 

新たな取り組みとして、保育士（国家資格）取得に向けた取り組みも開始しており、小児分野へ新た

な活躍の場が増える見込みである、取り組みとしての評価を出席者全員が同意した。 

2 学校運営 1 教育目標を達成するための事業計画が定められて

いるか。 

  適合    適合 

2 事業計画に沿って運営されているか。   適合   適合 

3 学校組織や分掌は定められているか。   適合   適合 

4 学校運営に必要な会議や委員会は設置されている

か。 

  適合   適合 

5 情報システム化など業務の効率化が図られている

か。 

  適合   適合 

【学校関係者評価】 

教育目標、教育事業計画、学校組織、校務分掌などは例年通リに位置付けられ、学校運営の取り

組みに問題がなく実施されていることを承認した。 

3 教育活動 1 カリキュラムは体系的に編成されているか。   適合   適合 

2 各科目の位置づけや時間数・単位数は適切か。   適合   適合 

3 シラバスは適切に策定されているか。   適合   適合 

4 成績評価、単位認定の基準は明確に定められているか。   適合   適合 

5 進級要件や卒業要件は明確に定められているか。   適合   適合 

6 各授業科目に対して適切な教員を確保しているか。   適合   適合 

7 学生による授業評価体制は整備されているか。   適合   適合 

8 入学前の学修成果を反映する仕組みがあるか。   適合   適合 

 

【学校関係者評価】 

カリキュラムを構成する授業科目に変更の報告はなかった。昨年度までは科目によってコロナウイ



ルスに対する感染予防（三密を避ける）ため、web上での講義も実施していたが、今年は実績がないと確

認した。以上より、臨床における言語聴覚士の業務内容に沿った教育内容が遂行されていると評価され

承認した。 

4 教育成果 1 就職率の向上に向けた取組みがなされているか。   適合   適合 

2 留年率や退学率の低減に向けた取組みがなされて

いるか。 

  適合   適合 

3 資格取得に向けた取組みがなされているか。   適合   適合 

【学校関係者評価】 

  「就職率の向上、及び留年率・退学率の軽減にむけた取り組み」として、第25回国家試験合格率・令

和4年度就職率の結果報告から、実績が評価され取り組みが行われていると評価した。今年は全国平

均67.4％とかなり厳しい中、90.3％（31名中、28名合格）と結果と報告、今後一層国家試験全員合格を

目指すための取り組みに研鑽が必要であることが報告された。委員からは現状の取り組みに問題は

なく、適合していると評価した。 

また、言語聴覚士の資格取得に向けての取り組みは、手話検定試験の合格状況や保育士資格等

学内での履修状況、及び企業（病院）で行う臨床実習の実施状況から適合していると評価した。 

5 学生支援 1 就職や進学に向けた支援体制は整備されている

か。 

  適合   適合 

2 学生相談の支援体制は整備されているか。   適合   適合 

3 学生の健康管理体制は整備されているか。   適合   適合 

4 保護者と適切に連携しているか。   適合   適合 

5 卒業生への支援体制は整備されているか。   適合   適合 

【学校関係者評価】 

   学生支援では、学習面のつまずきに応じて必要なケースは保護者と面談を実施して、学生の学習 

状況を検討する機会を設けていた。また、就職先の決定に際しても、全教員で学生の相談・面談に応

じて学生の就職先に適合する助言・指導を行っていた。これらのことが報告され承認した。 

さらに、学生のアンケート調査を実施して学校生活上の実態調査を行っていた。アンケートを通し

て、ハラスメントなど学生に不利益が生じていないか、また学生の意向に沿って施設環境の変更を整

備することなどを実施しているか確認した。次回からのアンケート形式にてQRコードを活用したアンケ

ートし、学生の負担を軽減する方法を準備している事を報告され承認された。 

6 教育環境 1 施設・設備は教育上の必要性に合わせ整備されて

いるか。 

適合   適合 

2 学外実習等は教育上の必要性に合わせ確保され

ているか。 

適合   適合 

3 防災に対する体制は整備されているか。 適合   適合 

【学校関係者評価】 

教育機器等については、昨年も視聴覚機材（液晶プロジェクター、デスクトップパソコン）を新規購入



した事を確認した。購入理由として不良品の交換と報告受けた。 

防災については、防災訓練を5月１０日に実施し、火災を想定した避難経路の確認を全学生・教員で

実施したと報告を受けた。 

以上の報告を受け、教育環境について適合していることが承認された。 

7 学生の受入

れと募集 

1 学生募集は適正に行われているか。   適合 適合 

2 入学選考は適正に行われているか。   適合 適合 

3 学納金は妥当なものとなっているか。   適合 適合 

【学校関係者評価】 

入学者受け入れ方針(アドミッションポリシー)に遵守し、入学者募集を行った。令和5年度入学生   

の入学試験の合否は、入試選考会議に諮り適正に審議していた。 

学納金については問題ないと評価された。 

8 財務 1 中長期的に財務基盤は安定しているか。   適合 適合 

2 財務について会計監査が適正に行われているか。   適合 適合 

3 財務情報公開の体制があるか。   適合 適合  

【学校関係者評価】 

会計監査が行われ、財務情報は的確に公開されていると評価された。 

9 法令等の遵

守 

1 個人情報保護のための体制が整備されているか。   適合   適合 

2 自己評価の実施とそれを基にした改善に努めているか。 適合   適合  

3 自己評価結果を公開しているか。   適合   適合  

【学校関係者評価】 

   個人情報の保護に適用される法令を遵守し、個人情報の持ち出しや外部への送信等による漏洩が  

ないよう、厳禁に注意して対応行動を実践したと報告された。またセキュリティ対策も講じた。 

自己評価結果の公開は、昨年と同様にホームページ上に公開していた、以上の報告が承認した。 

10 社会貢献 1 学校が有する教育資源を活用した社会貢献を行っ

ているか。 

  適合   適合  

2 学生のボランティア活動等を奨励・支援している

か。 

ほぼ適合 ほぼ適合 

【学校関係者評価】 

   学校の有する教育資源を活用した社会貢献の取り組みとして、中学生・高校生を対象に進路支援の

イベントの実施をコロナウイルス拡大防止を考え実施していた。具体的には中学生、高校生を対象とし

てオープンキャンパスを実施しており、これらを通して医療系の職業の情報提供を行ったことが、地元

に残り地元で活躍する人材の発掘につながる地域貢献につながるとして評価され、承認した。 

ボランティア活動については、コロナウイルス拡大防止のため、依頼主からの要望も減少し、また、

学生への促しも躊躇するケースが多かったと報告があった。社会情勢が落ち着いたらボランティア活

動への促しも行っていきたいという報告から、学校の取り組み、社会貢献はほぼ適合していると評価し

た。 



 


